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を 2009 年 1 月の Nature 誌に発表した。分化初期には患者と健常人由来の細胞で差は認められなかっ
たが、6 週目には患者由来の運動神経細胞は数や大きさが顕著に減少するという異常が認められた。






















ていない。SMN1 遺伝子の変異により SMN たん
ぱく質がほとんど産生されないことが原因とされ










期（4 週）時点では患者 / 健常人で差異は認めらな
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